
　多目的ホールの壁は、楽器演奏に配慮した防音仕様とし、可動ステージや可動観覧席（１２０席）を利用し、そ

の他にイス（２１０脚）を並べることで、最大３３０名まで収容できます。

　使用例として、演奏会や講演会のほか、可動間仕切りを使用することで、半分に分割して会議や軽スポーツな

ど多目的に利用出来ます。

　【利用料金】多目的ホール（全面）：１時間あたり　１，７３０円　音響設備：１回　７２０円

　ＯＲＩＧＡＭＩプラザの施設の一部として、同じ敷地内にある既存のウッドデッキを改修し、屋根を付ける

ことで、屋外の多目的広場として利用できる「屋根付き広場」を設置します。

　通常時は無料で解放していますが、演奏会や、スポーツイベントなどで占用する場合は有料になります。

　【利用料金】屋根付き広場を占用する場合：１時間あたり　１，８６０円

　多目的ホール出入口前のスペース「にぎわいアトリウ

ム」は、待合スペースとして利用できるほか、可動式展示パ

ネルを使用することでギャラリーとしても利用できます。

　【利用料金】展示パネル：１枚あたり　１３０円

　Free-Wifiを設置した、比較的静かな作業空間です。

　利用の受付は不要ですので、ご自由にお使いください。

※ただし、共用部を占用する場合は、１日あたり１㎡で

　６０円かかります。

ＯＲＩＧＡＭＩプラザ 各エリアの紹介①

▶問い合わせ先＝生涯学習課　生涯学習係　　　　９１５９56☎

Ⅰ 多目的ホール

Ⅱ 屋根付き広場（多目的広場）

Ⅲ にぎわいアトリウム

Ⅳ フリースペース

▶問い合わせ先＝企画課　財政係　　　　９１１９56☎

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、健全化判断比率と資金不足比率を公表

します。

　健全化判断比率には、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４つ

の指標があります。令和４年度決算は令和３年度決算に引き続きいずれの指標も『健全』となりま

した。また、各公営企業会計においても、『資金不足なし』となりました。

　①医療費【扶助費】、②食費【人件費】、③ロー

ンの返済【公債費】の３つは『義務的経費』と呼

ばれ、支出全体の４６．１％を占めています。これ

らは毎年支払いが義務付けられているため、急

激に減らすことは難しいものですが、将来の収

入の見通しを立てて支出を抑えていく必要があ

ります。近年の原油価格・物価高騰の影響によ

り、④光熱水費などの生活費は増加傾向です。

　また、急な出費や将来に備えて、計画的に⑦

貯金【積立金】をしていく必要もあります。

※赤字が発生していないことから、実質赤字比率および連結実質赤字比率は算定されていないため、

　「－」と表記しています。また、将来負担比率は算定されていないため、「－」と表記しています。

令和4年度決算　健全化判断比率
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資金不足比率

一般会計の決算を【１か月３０万円】の家計（支出）に置き換えてみると？

水道事業会計

下水道事業会計

農業集落排水事業特別会計
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①医療費
　【扶助費】
②食費
　【人件費】
③ローンの返済
　【公債費】
④光熱水費などの生活費
　【物件費・補助費・維持補修費】
⑤子どもへの仕送り
　【繰出金】
⑥家の増改築費用
　【普通建設事業費】
⑦貯金
　【積立金】

合　計

7万 2,300円

4 万 1,700円

2万 4,300円

10 万 2,900円

3 万円

2万 2,200円

6,600円

30万円

（会議等利用イメージ）（演奏会等利用イメージ）
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